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推進設備設置 推進設備撤去

推進工　8本

マシン撤去

観測孔

覆工材搬入 路面覆工 立坑掘削

作業所閉鎖

安 全 衛 生 管 理 計 画 表（月間工程表）
本　　　社　（　支　　　店　） 作　　　　　業　　　　　所

No.4～No.3 村上建設
路面覆工
立坑掘削

No.4～No.3 森岡組 泥水式推進工

大阪モノレール　水路復旧工事

令和7年12月度
備　　　　　　考

今月のワイヤー点検色 白色

年始日は警察と調整中です。

管渠工（小口径推進） No.4～No.6 協　力　会　社

No.1立坑 城鶴警備 交通誘導

〃 薬液注入工

地盤改良工 No.2立坑　矢板欠損部

跡片付け

路面覆工・立坑土工 No.2立坑

野村 掃部 佐藤 野村 掃部
ラフタークレーン13～25ｔ

0.25㎥バックホウ
安　全　当　番

安　全　目　標 第三者災害の防止・車両系建設機械災害の防止・飛来落下災害防止 主 要 使 用 機 械 器 具

・管吊り込み時に吊荷が外れ落下する。
・立坑上から落下する。
・クレーンがバランスを崩し転倒する。
・布掘り時、NTTを損傷させる。
材料搬入車両と一般車両が接触する。
・立坑内に入る際、酸欠で倒れる。
・ガス溶断時に火傷をする。

災害防止対策

0.2㎥バックホウ

0.1㎥バックホウ

4ｔ～8ｔダンプトラック

ボーリングマシーン

4ｔユニック車

予想される災害

・玉掛け時の3.3.3運動の徹底
・手すり・安全ネットの設置、安全帯、セーフティー
ブロックの使用を徹底する。
・手掘り先行を行う。
前後左右の安全確認とガードマンの誘導に従う。
・入孔前の環境測定を徹底する。
・保護具の着用の徹底

・玉掛け時の3.3.3運動の徹底
・手すり・安全ネットの設置、安全帯、セーフティー
ブロックの使用を徹底する。
・手掘り先行を行う。
前後左右の安全確認とガードマンの誘導に従う。
・注入圧力、周囲状況の確認を徹底する。
・路面上の観測を確実に行う。

・玉掛け時の3.3.3運動の徹底
・手すり・安全ネットの設置、安全帯、セーフティー
ブロックの使用を徹底する。
・手掘り先行を行う。
前後左右の安全確認とガードマンの誘導に従う。
・注入圧力、周囲状況の確認を徹底する。
・路面上の観測を確実に行う。

・玉掛け時の3.3.3運動の徹底
・手すり・安全ネットの設置、安全帯、セーフティー
ブロックの使用を徹底する。
・定格荷重の厳守、正しいクレーン計画を行う。
・圧力計、道路地盤測定の徹底
・ガードマンの誘導に従う。
・作業間合図の徹底。注入前の埋設物マーキング

・覆工材、山留材吊り込み時玉掛けが外れ落下し
作業員に接触する。
・立坑上から落下する。
・クレーンがバランスを崩し転倒する。
・掘削時、NTTを損傷させる。
・材料搬入車両と一般車両が接触する。
・薬液注入材が水路等に流出する。
・薬液注入時道路が隆起する。。

・覆工材、山留材吊り込み時玉掛けが外れ落下し
作業員に接触する。
・立坑上から落下する。
・クレーンがバランスを崩し転倒する。
・掘削時、NTTを損傷させる。
・材料搬入車両と一般車両が接触する。
・薬液注入材が水路等に流出する。
・薬液注入時道路が隆起する。。

・覆工材、山留材吊り込み時玉掛けが外れ落下し
作業員に接触する。
・立坑上から落下する。
・クレーンがバランスを崩し転倒する。
・掘削時、NTTを損傷させる。
材料搬入車両と一般車両が接触する。
・立坑内に入る際、酸欠で倒れる。
・ガス溶断時に火傷をする。
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中 林 建 設 株 式 会 社


